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竹本容器について
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竹本容器について – 当社の使命 –

( 写真は合羽橋ショールーム )
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素材による分類

樹脂
硬包装（ペットボトル等）

軟包装（パウチ等）

ガラス ガラス瓶

紙

金属

紙製容器包装

紙パック

段ボール

アルミ缶

スチール缶

用途による分類

化粧品
スキンケア・メイクアップ

トイレタリー

食品

サプリメント

調味料

保存食品

飲料

清涼飲料水

酒類

その他（牛乳など）

菓子類

日用品等
洗剤・清掃用

その他（シェイカー等）

竹本容器が主に手掛ける範囲

竹本容器について – 容器の種類 –
 当社は樹脂容器を中心に、用途を幅広く手掛けている
 特に化粧品用が多く、食品用、日用品用などが続く
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小 大

4

 樹脂容器は「ロットサイズ」と「特注の度合い」で分類できる
 当社は「スタンダード」を起点に、４つのセグメントに対応

特大

ロットサイズ

「カスタマイズ」
（標準品のアレンジ）

「ビスポーク」
（特注品の大量生産）

「スタンダード」
（標準品の大量生産）

「スタンダード」
（標準品）

高

低

（当社の範囲外）スタンダード品を
ベースにカスタマイズ
（迅速/リーズナブル）

 当社が大量に保有する金型を使い、
少量多品種に対応（在庫して即納）

カスタマイズの経験で得た
特注への対応力やノウハウを転用

大量生産の設備やノウハウを転用 拘りのデザインを実現
（金型は顧客が保有）

竹本容器について – 樹脂容器のセグメント –

特
注
の
度
合
い
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Colour Cosmetics

Fragrances

Skin Care

Sun Care

+2.6%

出所： EUROMONITOR、及び当社分析

（10億円）

 日本の化粧品市場は2021年以降、年平均成長率2.6%で推移
 2024年時点で約2.7兆円の市場規模

CAGR

竹本容器について – 化粧品の市場規模 –

2,408 2,475 2,575 2,655 2,722 2,773 2,813

2021年 2022年 2023年(予) 2024年(予) 2025年(予) 2026年(予) 2027年(予)
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 当社は化粧品・トイレタリー容器のスタンダードボトル市場におけるトップ企業
 ビスポークボトルを含めた市場全体でも3番手の位置付け

出所： プラスチックパッケージ成形加工メーカー年鑑2010年/帝国DB/TSR等から竹本容器が推計

竹本容器について – 樹脂容器の市場規模 –

36.4%

9.0%

34.6%

4.2%
15.8%

2008年

36.0%

7.5%

38.6%

4.6%

13.3%

2024年

A社

B社

その他

竹本容器
その他

1,558

2,125

ビスポークボトル中心

スタンダードボトル中心
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 ビスポークでもスタンダードでも、基本的には同じ工程を辿る
 いずれの工程も、蓄積した設計・製造の経験とノウハウ等を活用した工程間の連携や整合が求められる

– 外部企業に委託する場合も同様で、深い信頼関係と密な連携が前提となる

要件把握・
提案・要件定義 設計 金型製作 製造 印刷

 お客様のニーズ把握
‒ 用途、容量、デザ

イン、色など

 ニーズを反映した容
器の設計

 容器製造の要となる
金型を製作

 製作した金型を用い
て容器を製造
‒ 同時に着色

 製造した容器に文字
やロゴなどを印刷

竹本容器について – 樹脂容器の製造工程 –
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多品種
少量生産

在庫・即納

8

 容器を提供する中で、顧客からは様々な要望が挙がる
 これらは容器製造の課題とも言え、メーカーにはこれらへの対応力が求められる

竹本容器について – 樹脂容器製造の要諦 –

調色・印刷

品質の安定性

デザイン
設計

短納期化

特注
カスタマイズ
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 75年の経験を蓄積し、一貫体制を敷いてきたことによる強みが容器製造の課題を解決

金型保有・在庫

大量の規格品

大量のカスタマイズ
経験数

一貫体制
開発提案力（LAB）

EC体制

製品開発力

カスタマイズ力

スピード

小ロット対応

強みの源泉 直接的な強み 解決できること

竹本容器について – 強み –

多品種
少量生産

在庫・即納

調色・印刷

品質の安定性

デザイン
設計

短納期化

特注
カスタマイズ
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 特に化粧・美容部門は10年間で５割の成長を遂げており、今後も更なる販売拡大を見込む

63.4%
6.4%

9.3%

5.9%

15.4%

化粧・美容

日用・雑貨

食品・健康食品

化学・医薬

卸・その他

2024年
15,626百万円

竹本容器について – 用途別の売上構成 –
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【在庫製品数】
お客様に短納期での提供を可能とす
るため、日本、中国、オランダで多
種多様な資源循環型パッケージング
製品を在庫しています

11

【生産機械台数】
要望に応える、安定した品質を構築
する、新しい課題にチャレンジする
ために、成形・押出・印刷など、多種
多様な生産設備を有しています

【お客様社数】
化粧品、食品、日用雑貨等の事業者
を主なお客様としており、世界中で
4,347社（2024年度実績）ものお客
様とお取引をさせて頂いております

【従業員・パート人数】
当社の経営の中心にあるのは「人財」
です。1,107名全員が一丸となって、
日々の業務に取り組んでいます

【自社金型数】
保有する金型の多さが、お客様の
満足度向上に繋がるものと考えて
おります。世界中で比類ない数の
金型を保有しています

（※当社調べ)

【創業】
1950年3月に創業しました。以来
お客様のニーズにお応えすることで、
信頼を積み重ねながら、現在に至っ
ています

竹本容器について – 6つの数値 – （2024年１２月31日時点）

 2030年のお客様社数「7,500社」、金型数「5,740型」、在庫製品種類「5,500製品」をＫＰＩとしている




